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食にまつわる耳より情報食

山
奥
で
つ
く
る
昔
な
が
ら
の「
石
臼
豆
腐
」

産山村の明石農園

▲

石
臼
豆
腐
（
左
）
と
木
灰
こ
ん

に
ゃ
く
。
共
に
固
過
ぎ
ず
、
柔
ら

か
過
ぎ
な
い
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
歯
ご
た
え
が
特
徴

▲絞った大豆を釜で炊きながら混ぜ
る。パンや豆腐の加工に使う道具も
ほとんど手作りしている

▲

新
た
に
サ

ポ
ー
タ
ー
に
加

入
し
た
火
の
国

わ
く
わ
く
な
で

し
こ
隊
も
紹
介

熊本県

冬
春
ト
マ
ト
の
生
産
量
日
本
一
を
Ｐ
Ｒ

やつしろ TOMATOフェスタ実行委員会

▶
ト
マ
ト
に
扮
し
た
衣
装
で
雅
太
鼓
を
演
奏
す
る
秀

岳
館
高
校
の
生
徒

▶
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ら
ぬ
「
ト
マ
ト
の
ツ
ル
」
カ
ッ

ト
を
し
た

▶
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
ト

マ
ト
や
加
工
品
な
ど
も

販
売

▼

振
る
舞
い
鍋
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
た

産
山
村
の
明
石
農
園
が
作
る
石
臼

豆
腐
や
木
灰
こ
ん
に
ゃ
く
、
石
窯
パ

ン
な
ど
の
加
工
品
が
県
内
外
で
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。

豆
腐
は
機
械
に
頼
ら
な
い
昔
な
が

ら
の
手
作
り
。
重
い
石
臼
引
き
か
ら

木
綿
布
袋
で
の
絞
り
、
さ
ら
に
薪
で

釜
炊
き
を
行
う
時
間
を
か
け
た
製
法

で
、
一
度
に
作
れ
る
の
は
30
丁
ほ

ど
。
他
に
も
、
自
家
製
天
然
酵
母
で

作
る
石
窯
パ
ン
や
、
く
ぬ
ぎ
を
燃
や

し
て
あ
く
を
取
っ
て
作
る
伝
統
的
な

製
法
の
木
灰
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
製

造
（
こ
ん
に
ゃ
く
は
冬
期
限
定
の
た

め
２
月
中
旬
で
終
了
）。
豆
腐
は
月

に
約
１
２
０
丁
、
こ
ん
に
ゃ
く
と
パ

ン
は
そ
れ
ぞ
れ
月
に
約
２
０
０
個
販

売
し
、
数
日
で
完
売
す
る
人
気
ぶ
り

で
、
県
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
る
。

12
年
前
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た

ご
主
人
の
明
石
保
さ
ん
（
59
）
が
退

職
す
る
と
同
時
に
夫
婦
で
北
海
道
か

ら
産
山
村
に
移
住
し
、
自
給
自
足
の

生
活
を
始
め
た
。
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
敷
地
で
、
科
学
肥
料
・
農
薬
不
使

用
の
野
菜
を
年
間
約
50
種
類
自
然
栽

培
し
て
い
る
。

加
工
品
は
熊
本
市
中
央
区
中
唐
人

町
の
ピ
ュ
ア
リ
ィ
や
ネ
ッ
ト
通
販
自

然
派
き
く
ち
村
で
購
入
で
き
る
。

一般部門受賞作品、商品化へ

米粉フードコンテストの受賞作品を発表

▲

菊
池
産
の
大
豆
フ
ク
ユ
タ
カ
（
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
）

を
石
臼
で
ひ
い
て
ク
リ
ー
ム
状
に
す
る
ご
主
人
の
明
石
保
さ
ん

▲

パ
ン
を
作
る
妻
の
美
恵
子
さ
ん
。
天

然
酵
母
パ
ン
は
酵
母
に
使
っ
た
野
菜
や

果
物
な
ど
の
素
材
の
風
味
が
残
る
と
い

う

▲

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
開
い
た
「
く
ま
も
と
米

粉
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式

▲

グ
ル
メ
部
門
グ
ラ
ン
プ

リ
、
橘
屋
本
舗
（
玉
名
市

中
）
の
「
米
粉
×
ご
は
ん

お
好
み
焼
き
」

▲

一
般
部
門
グ
ラ
ン
プ

リ
、
常
盤
学
院
の
岩
下

結
那
さ
ん
の
「
豆
腐
と

さ
つ
ま
い
も
　
米
粉
で

か
ま
く
ら
ぷ
り
ん
」

▲

ス
イ
ー
ツ
部
門
グ
ラ

ン
プ
リ
、
ロ
ー
ル
ピ
ュ
ー

ル
ド
ゥ
ー
ジ
エ
ー
ム
（
玉

名
市
伊
倉
南
方
）
の
「
プ

チ
俵
こ
ろ
菓
子
」

▲

石
窯
で
焼
き
上
げ
た
パ

ン
。
ヤ
ー
コ
ン
で
お
こ
し
た

天
然
酵
母
を
使
用

熊
本
県
は
２
月
３
日
、
ホ
テ
ル
熊
本

テ
ル
サ
で
「
く
ま
も
と
米
粉
フ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

米
粉
の
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
と
家

庭
へ
の
普
及
を
目
指
し
て
、
プ
ロ
の
グ

ル
メ
部
門
、
プ
ロ
の
パ
ン
・
菓
子
部
門
、

一
般
部
門
の
３
部
門
に
分
け
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
。
昨
年
末
に
グ
ラ
ン
プ
リ
決

定
戦
を
開
催
し
、
試
食
審
査
な
ど
で
受

賞
作
品
を
決
定
し
た
。

表
彰
式
で
は
入
賞
者
の
発
表
を
は
じ

め
、
一
般
部
門
の
一
部
の
受
賞
作
品
は

飲
食
店
な
ど
で
の
商
品
化
も
決
定
し
て

お
り
、
取
り
扱
い
飲
食
店
（
６
店
舗
）

の
紹
介
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
な
ど
15
団

体
で
構
成
す
る
、
や
つ
し
ろ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
冬

春
ト
マ
ト
の
生
産
量
日
本
一

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
１
回
や
つ

し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス

タ
」を
同
市
の
本
町
ア
ー
ケ
ー

ド
と
氷
川
町
大
野
の
、
道
の

駅
・
竜
北
で
開
い
た
。

当
日
は
会
場
ご
と
に
ト
マ

ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
料
理
や

加
工
品
な
ど
を
販
売
し
た
ほ

か
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
は

八
代
市
内
の
飲
食
店
が
販
売

ブ
ー
ス
を
出
店
。
そ
の
ほ
か
、

ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

ト
マ
ト
早
食
い
大
会
な
ど
を

催
し
、
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

の
土
山
憲
幸
総
支
配
人
の
平

家
鍋
や
ト
マ
ト
鍋
な
ど
を

１
千
人
分
振
る
舞
う
な
ど
両

会
場
を
赤
色
に
染
め
た
。

阿蘇くまもと空港・熊本空港ビルディング㈱はこのほど、「空港の夕日」をモチーフにした
焼き菓子の販売を始めた。
製造元は㈱お菓子の香梅で、商品名は「阿蘇くまもと空港の夕日」。夕日をイメージした
ココナッツ風味のビスケットで、１６枚入り９４５円。空港内の売店で販売。同空港は標高
２００メートルの高遊原台地に位置し、夕日をさえぎるものがなく、飛行機と夕日のコントラ
ストを撮影できる日本有数の撮影スポットとして知られている。
同社は「飛行機の離発着と夕日が重なる光景を撮影できる１１月下旬から１月中旬にかけて
は、毎年特に多くの写真愛好家が訪れる。熊本を代表する銘菓となり、阿蘇くまもと空港や熊
本のイメージアップに繋がれば」と話している。

「空港の夕日」モチーフの焼き菓子を販売 阿蘇くまもと空港

大阪市北区の業務用食品卸売小売業・尾家産業㈱は熊本県とタイ
アップして同社が販売している業務用牛乳に「くまモン」をパッケー
ジにあしらった製品を発売した。
業務用食品のパッケージにくまモンが採用されるのは初めて。商
品名は「サンホーム３・６牛乳」。熊本県産牛乳を使い熊本県酪農
業協同組合連合会が製造。１０００ml 入りのパッケージ前面にくま
モンのイラストを掲載。年間約５０万パックをホテルやレストラン、
給食など業務用として全国で販売している。

業務用牛乳にくまモンパッケージ 大阪市の尾家産業

発売を記念して 1月 23日に尾
家亮会長が県酪連の吉田孝寿会
長らと熊本県庁を訪れ、蒲島知
事を表敬訪問

米白餅本舗（熊本市中央区水道町）は１月、県産「ひのしずく」を使っ
たイチゴ大福を発売した。
商品名は「おっきな！セレブのいちご大福」。３Lサイズの熊本県
産ひのしずく、北海道産大納言あずき、県産もち米などを原料にし
たもの。価格は２１０円。水道町本店と東バイパス西原店で販売する。
同社は「イチゴ本来の味を前面に出すため餅には砂糖を加えず、
こしあんで上品な甘さと風味を加えた。多い時には一日に６００個
程売れるので、前日に予約して購入していただきたい」と話している。

県産「ひのしずく」を使ったイチゴ大福を発売 米白餅本舗

3L サイズの熊本県産ひのしず
くを使用した「おっきな！セレ
ブのいちご大福」


